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 では、スライド２をご覧ください。

 皆様、本日はお忙しい中、お集まりいただきありがとうございます。

 お手元に資料をご用意しておりますので、資料に沿ってお話しをさせていただきます。
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 当社の上半期の売上につきましては、日清食品グループとして4期連続で最高売上を更新しました。

 本業で稼ぐ力を示す「調整後営業利益」は前期比、計画比ともに20％以上上回り着地しました。

 「当期純利益」も前期比、計画比ともに10％以上の増益となりました。

 本日、東証適時開示により上方修正を発表させていただきましたが、「営業利益」が期初計画30％

以上上回る上方修正ということで、90億円の計画に対して117億円となりました。

 また、通期業績予想も上方修正いたしましたが、その内容は、営業利益＋8億円、経常利益＋5億円、

当期純利益＋5億円とさせていただきました。

 では、スライド４をご覧ください。
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 上期の実績についてご説明いたします。

 売上高は、前期比で＋179億円、8.2％の増収、計画比では－42億円、1.7％の減収の2,358億円とな

りました。

 営業利益は、前期比で－7億円、5.3％の減益、計画比で＋27億円、30.4％増益の117億円となり、先

ほど申し上げた通り、東証適時開示ルールに基づき上方修正を発表いたしました。

 当社は、昨年度末に退職給付の割引率を変更したことなどで発生した45億円の費用に関し、今期一

括償却しています。この影響を差し引いた、「調整後営業利益」は、前期比で＋25億円、21.5％の

大幅増益、計画比で＋27億円、＋23.6％の139億円と大幅な増益となりました。

 また、今期から国内の減価償却費を定率法から定額法に変更した影響で14億円の費用圧縮効果が生

じています。仮に調整後営業利益から、この効果を差し引いても、

前期比で＋11億円の増益、計画比で12億円の増益となっています。

 経常利益は、前期比で－23億円、14.4％の減益、計画比で＋23億円、19.7％増益の138億円となり

ました。

 当期純利益は、前期比で＋14億円、12.9％の増益、計画比で＋17億円、16.3％増益の122億円とな

りました。

 営業外収益以下の詳しい内容に関しては、後ほど解説させていただきます。
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 では、次のスライドをご覧ください。
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 セグメント別の売上実績につきまして、

 国内事業では、前期比で＋107億円、6.1％増収の1,840億円、

 海外事業は、前期比で＋72億円、16.3％増収の518億円で着地しました。

 では、次のスライドをご覧ください。
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 セグメント別の売上貢献度につきまして、

 日清食品は、「カップヌードルリッチ」が大ヒットした「カップヌードル」シリーズ、「どん兵

衛」シリーズ、「Ｕ.Ｆ.Ｏ.」シリーズなど主力ブランドが売上を牽引し、前期比で36億円の増収と

なりました。

 明星食品は、昨年、焼そば市場が盛り上がったことによる反動減がありましたが、50周年を迎えた

「チャルメラ」の販促を強化したことで、前期比1億円増収で着地しました。

 低温事業は、冷し中華が堅調に推移し微増、冷凍事業は具付ラーメン、スパゲティの売上増で増収

となり、このセグメントで前期比5億円の増収となりました。

 菓子・飲料事業は「ぼんち」の連結効果が効いています。加えて日清ヨークの売上が拡大している

ことから前期比65億円の増収となりました。

 米州地域は、ブラジルの連結効果が大きく、また米国、メキシコともに現地通貨で増収となってい

ます。一方で、為替影響で28億円のマイナスが出ており、円貨ベースでは前期比95億円の増収とな

りました。

 中国事業は、現地通貨ベースでは香港が前年並み、大陸では1桁後半の伸びと増収でしたが、為替で

34億円のマイナス影響を受けて、円貨ベースでは前期比30億円の減収となりました。

 アジア地域はインドの回復が想定以上に進んでおり、その影響もありアジア全体の現地通貨ベース

の売上は増収となっております。為替の影響で7億円のマイナス影響を受けながらも、円貨ベースで

前期比7億円の増収となりました。

 EMEA地域は、欧州事業が堅実に売上を伸ばし、為替影響がマイナス2億円ありましたが、円貨ベース

で前期比１億円の増収で着地しました。

 では、次のスライドをご覧ください。
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 それでは、セグメント別の営業利益を説明させていただきます。

 国内事業は、前期比＋26億円、20.2％増益の152億円、

 海外事業は、前期比＋12億円、111.7％増益の22億円で着地しました。

 一方で、退職給付会計の影響やブラジルのれん償却費の増加で、調整額としては前期比－44億円と

なり、

 連結営業利益は、前期比－7億円、5.3％減益の117億円で着地しています。

 では、次のスライドをご覧ください。



 日清食品は、「カップヌードル」、「どん兵衛」、「Ｕ.Ｆ.Ｏ.」などのブランド商品の強化を図り
ました。一方、拡販費対応をしないオープンプライス商品の販売構成比が下がったことで、拡販費
率が上昇しましたが、売上増の効果により、前期比4億円の増益となりました。

 明星食品は、主に特売のウェイトの高い袋めんの構成比が上がったことによる商品ミックス変動の
影響と、昨年8月に稼働した埼玉第2工場の償却費増もあり、前期比4億円の減益となりました。

 低温事業は、チルド事業で付加価値商品の売上構成比が上がったことで、微増益。冷凍食品事業は
単品力の強化による生産性の向上が寄与し、前期比大幅な増益となりました。結果として低温事業
全体で、前期比7億円の増益となりました。

 菓子・飲料事業は、ぼんちの連結が大きく貢献、日清シスコ、日清ヨークも着実に増益となってい
ます。シスコについては主にグラノーラの収益性向上による利益増、ヨークについては増収による
増益効果が効いています。結果として、このセグメントでは前期比10億円の増益となりました。

 また、「国内その他」セグメントでは、ホールディングスの収支バランスの安定化により前期比9億
円の増益となりました。

 米州地域では、米国では新製品発売によるマーケティング費用が先行して、現地通貨ベースで減益、
メキシコは現地通貨で増益、それにブラジルの新規連結効果（＋7.1億円）が加わっています。円貨
ベースでは為替影響がわずかにあり、前期比5億円の増益で着地しました。

 中国地域は、香港、大陸ともに現地通貨ベースで計画通りの増益になりましたが、為替影響で、円
貨ベースでは前年並みで着地しました。

 アジア地域は、ベトナム、タイの収益改善が進んでおり、円貨ベースでも前期比＋4億円と赤字幅が
縮小しています。

 EMEA地域は、欧州は堅実に利益を増やしています。またトルコ事業では昨年度、広告宣伝費の削減
により損益が改善しています。結果としてEMEA地域の円貨ベースの利益は前期比2億円の増益で着
地しました。

 一方、退職職給付会計の影響が前期比マイナス31億円、ブラジルののれん費用が7億円増加しており、
調整額全体で前期比44億円の減益となっています。

 結果として、連結営業利益は前期比－7億円の117億円の着地となりました。
 尚、上期は計画に対し大幅な増益になっておりますが、国内事業での販売費・固定費の期ズレが10

数億ありますので、予定より利益が膨らむ形となりました。これについては通期で解消する予定で
す。
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 では、次のスライドをご覧ください。



 それでは上期の営業利益の増減分析について説明いたします。

 まず国内事業ですが、

 国内事業トータルで107億円の増収となったことで、売上高変動で26億円の増益効果がありました。

 原価率変動は、主に商品ミックスの改善による効果、冷凍などの生産の集中化による生産性の向上

による影響で15億円の増益効果となりました。

 為替等による原材料コストメリットは、当決算期ではまだ大きく影響をしておらず数億円レベルで

す。原材料メリットは第4四半期以降大きくなってくると考えています。

 拡促費比率では16億円の減益効果になっていますが、店頭売価は下がっておらず、品種構成の変化

とお考えください。

 減価償却費では9億円の増益効果となっておりますが、これは定額法への変更により14億円の圧縮効

果が発生しているためで、実質的には5億円の費用増となっています。

 広告宣伝費はほぼ前年並みの実績です。

 一般管理費の6億円の費用増はぼんちの連結の影響が主な要因です。

 次いで海外ですが、

 売上高変動の影響で14億円の増益効果となりました。これは海外の売上が72億円増えたことにより

ます。やはりブラジル新規連結の影響が一番大きくなっています。

 原価率変動による影響で11億円の増益となっていますが、原材料の相場安の影響と、他の地域と比

べて原価率が低いブラジルの新規連結による影響が効いています。

 広告宣伝の6億円の費用増は、ブラジル新規連結の影響です。

 一般管理費の9億円の費用増も、ほぼブラジルの新規連結の影響です。

9 では、次のスライドをご覧ください。
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 それでは、営業外損益、特別損失について説明いたします。

 営業外収益は、前期41億円に対し、今期34億円となり7億円の減益要因となっています。これは、ぼ

んち、ブラジルの子会社連結によって持分法利益が下がったことに起因しています。

 営業外費用は、前期4億円に対し、今期14億円と10億円の費用増となりました。これは為替差損の発

生が主要因です。

 特別利益は前期9億円に対し今期69億円と大幅に増加しています。これは8月に実施した「小野薬品

工業」の株式売却に伴う有価証券売却益が66.6億円発生したことによります。

 特別損失は、前期7億円に対して、今期21億円となりました。ブラジル火災による影響、

関係会社の株式評価損、契約変更による清算金などが含まれています。

 では、次のスライドをご覧ください。



 それでは、これから今年の5月に発表した「中期経営計画2020」に沿った、当社の活動について

少々お話をさせていただきます。

 画面の資料は、当社の中計のＫＰＩです。

 時価総額1兆円はもともと社内のテーマとして掲げていたものを、社外に広げて公表いたしました。

 営業利益については社長が責任を取らないといけないと思いますが、株価に責任を持つのは大変難

しいことです。

 株価に責任を持つということはEPS成長率を安定して上げていかないといけません。

 前回（中期経営計画発表時）もご説明しましたが、2020年度には、調整後営業利益475億円、当期

純利益330億円、ROEについては8％を達成していきます。

 調整後EPSは330円を目標にしていますが、右肩上がりに一直線に上がるのが好ましいということ

でしょう。

 当社は「グローバルカンパニーとしての評価獲得」の要件として、「本業で稼ぐ力」と「資本市場

での価値（時価総額）」を掲げ、ＫＰＩを設定しています。

 このＫＰＩ達成に向けて、「５つの戦略テーマ」を掲げていますが、本日は、「カップヌードルの

ブランディングの促進」、「重点地域への集中」、「国内収益基盤の盤石化」について、少々お話

をさせていただきます。
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 では、次のスライドをご覧ください。
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 昨年10月末にブラジル事業を100％子会社化して、ちょうど1年となりました。

 いよいよブラジルでカップヌードルを本格的に発売することになりました。

 45年前に創業者が銀座の歩行者天国でカップヌードルを発売したときと同じ雰囲気で、今ブラジル

でサンプリングを展開しています。

 ブラジルのGDPは8,000ドルを超えています。GDPが1人当たり8,000ドルを超えてくると袋めんか

らカップめんに移行していきます。

 BRICsの中でインドは少し遅れていますが、ロシアも中国も1人当たりのGDPが8,000ドルを超えて

きまして、カップが中心になりつつあります。ブラジルは丁度のそのステージにきています。

 9月に発売して11月にはテレビCMのオンエアも始めています。

 では、次のスライドをご覧ください。



13

 商品は全6品で、カップにつきましても日本と同様のエコカップを使っております。

 デザインも日本よりもカラフルに出来上がっております。

 価格は、3.49レアルということで、日本円にして約100円です。600mlの飲料が110円～120円、

ビッグマックが400円ぐらいでしょうか。

 ブラジルでは昼食に20レアル、600円ほどかけていますので、この100円というのは大変価値のある

食事になっています。

 ここに「SEJA A LENDA」と書いてありますが、これは「Be a Legend」という意味で「7人の侍

を」モチーフに‘CUP NOODLES made in Japan’を強く謳っていきます。

 では、次のスライドをご覧ください。



 次に「国内収益基盤の盤石化」についてお話しいたします。

 画面の真ん中の絵が、日本の人口ピラミッドです。

 カップ麺のメインターゲットは今まで20代から40代の男性で、これ以外のターゲット層をいかに広

げていくかが課題でした。

① 健康を気遣うに人たちに対するアプローチをどうしていくか。

② 今まではノンユーザーだった女性の心をつかむにはどうしたらよいか。

③ 高齢化でシニア層が拡大する中、彼らの需要をどう取り込んでいくのか。

④ 将来のヘビーユーザーとなる若者層のブランドロイヤリティをいかにあげていくのか。

 2007年には健康を意識した「カップヌードルライト」、2014年には女性に人気のあるエスニックテ

イストを取り入れた「トムヤムクンヌードル」、2015年には女性ユーザーの掘り起こしに対応した

「カップヌードルライトプラス」を展開してきました。

 そして、シニア層をターゲットにした「カップヌードルリッチ」を今年の4月に販売しております。

普通の商品よりも50円高い230円の価格設定にいたしましたが、アクティブシニア層に大変人気の

商品となっております。この層はお金にも余裕があって、価格に関係なくうまいものを食べたいと、

大変受けましてヒットしました。

 「カップヌードルBIG 謎肉祭」は、大きな話題となりまして、発売3日で休売をせざるを得なくな

りました。10月末に再発売しておりますが、SNSやWEB辺りで大変に話題になり若者に人気のよう

です。

 「カップヌードル」のマーケティングにつきましても、４大メディアではなくSNSタイプの話題作

りが当社では相当進んでいます。当社にはグループ全体で210名のマーケティングマンがいて、

WEBマーケティングをうまく使って、今までにない売り方を進めています。

 例えば「カップヌードル パスタスタイル」は従来だったら「カップに入ったパスタ」と言うとこ

ろを、「イタリア人が認めなかったパスタ」と言ったことで若い層にヒットしました。

 「謎肉」も、創業者は「こんな立派なものを何故「謎肉と呼ぶんだ」と怒っていましたが、今では

「謎肉」の方が名が通ってしまっている。「謎肉」と言ってみんなが楽しんでいる。消費者は私以

上に深く楽しんでいるということでしょう。 14 では、次のスライドをご覧ください。
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 では、設備投資について説明いたします。

 今期の設備投資は439億円の予算を構えており、上期で174億円の投資をすでに実施しています。

 主に投資目的は中国の生産拠点の拡大、日清ヨークの関東工場の建設、海外工場のライン増設、

ERP第2期、更新投資などです。

 減価償却費は、年間予算163億円に対し、上期75億円の実績となっています。

 では、次のスライドをご覧ください。
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 財務・資本政策につきましては、先ほどご説明申し上げた通り、小野薬品工業の株式を一部売却し

ております。

 保有株式は業務における関係等で株式を保有しておりましたが、これらのものは今後解消していく

方針で進めております。

 株式還元につきましては、期初の予定通り年間で1株当たり80円の配当を予定しております。

 それ以外の還元策につきましては、経営環境・事業環境を総合的に判断し機動的に自己株式の取得

等を検討していく予定にしております。

 セグメントの詳しい状況については、アペンディックスに記載しておりますのでご覧ください。

 では、スライド１８をご覧ください。
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 それでは修正計画につきまして説明させていただきます。

 今期の売上計画は為替の影響を受けながらも、期初計画通りの5,000億円とし、この達成にこだわっ

ていきます。

 営業利益は、8億円増益の278億円、

 調整後営業利益は、8億円増益の323億円、

 経常利益は、5億円増益の315億円、

 当期純利益は、5億円増益の225億円を目指します。

 「中期経営計画２０２０」の初年度にあたる当期の目標をしっかりクリアし、次の年に弾みをつけ

たいと考えております。

 ちなみに当社でいうところの調整後NOPAT※1は、期初計画では260億円だったものが264億円にな

ります。

 11ページに記載しています調整後EPS※2は、昨年度196円でしたが、この目標通りいきますと今期

241円となります。

※1 調整後NOPAT＝税引後調整後営業利益＋持分法損益＋のれん償却額(持分法に含まれるものを含む)

－非支配株主に帰属する当期純利益

※2 調整後EPS＝調整後NOPAT÷期中平均発行済株式数(自己株式控除後）

 では、次のスライドをご覧ください。
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 では、今期修正に関する考え方について説明いたします。

 売上高につきまして、

 日清食品は、期初計画通りの2,283億円を目指します。

 海外事業は為替変動の影響による減収リスクもありますが、そのリスクは好調な国内事業を中心に

グループ全体でカバーしていきます。

 営業利益は、

 日清食品で、期初計画比10億円増益の277億円を目指します。

 日清食品以外の国内事業に関しては、現時点で利益水準の凸凹はありますが、期初計画から2億円マ

イナスの73億円を最低ラインとして、少しでも上を目指していきます。

 海外事業に関しては、現地通貨ベースではほぼ全地域で期初計画以上の達成を目指しておりますが、

為替影響を無視することはできない状況です。

 これについてはアジアの損益改善など海外事業全体でリスクをカバーしていきたいと考えておりま

す。

以上にて、2017年3月期上期決算の発表とさせていただきます。
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